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国
は
経
済
等
の
中
枢
で
あ
る
首
都
圏
が
、

さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
、
引
続
き
国
の
成
長

の
牽
引
役
を
担
い
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
首
都
圏
三
環
状
道
路
等
、
首
都

圏
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
道
路
は
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
等

と
一
体
と
な
っ
て
、
東
日
本
と
西
日
本
を
結

ぶ
大
動
脈
と
し
て
機
能
す
る
と
と
も
に
、
首

都
圏
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、
慢

性
的
な
交
通
混
雑
の
緩
和
や
主
要
都
市
相
互

の
連
携
・
強
化
を
図
り
、
企
業
立
地
の
促
進

や
観
光
需
要
の
創
出
等
、
地
域
経
済
に
好
循

環
を
も
た
ら
す
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
発
揮
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）

は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の
金
沢
地
区
か
ら
東

京
・
埼
玉
・
茨
城
を
通
り
木
更
津
市
に
至
る

高
規
格
幹
線
道
路
で
す
。
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第
三
京
浜

間
の
開
通
に
よ
り
、
東
北
道
・
関
越

道
・
中
央
道
・
東
名
高
速
へ
も
経
由
で

き
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
残
り
の
未
開
通
区
間
は
、
神
奈
川
県

の
藤
沢
I
C
と
栄
I
C
間
と
本
県
の
大

栄
J
C
T
と
松
尾
橫
芝
I
C
間
だ
け
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
大
栄
・
橫
芝
間

に
お
い
て
は
成
田
空
港
の
関
係
も
あ
り

遅
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
体
工
事
に

着
手
す
る
事
と
な
り
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。2

0
2
4
年
の
完
成
を
目
指
し
工
事
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
外
環
道
（
東
京
外
環
自
動
車
道
）
は
都
心

部
か
ら
の
放
射
道
路
を
相
互
に
連
絡
し
て
、

都
心
方
向
に
集
中
す
る
交
通
を
分
散
す
る
と

と
も
に
、
都
心
部
の
通
過
交
通
を
バ
イ
パ
ス

さ
せ
る
役
割
を
担
い
、
都
心
の
渋
滞
緩
和
や

環
境
の
改
善
を
は
か
る
事
を
目
的
に
工
事
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
千
葉
区
間
の
三
郷
南
I
C
〜
市

川
（
高
谷
J
C
T
）
が
6
月
に
開
通
と
な
り

ま
す
。
こ
の
区
間
は
15
k
m
で
あ
り
工
事
費

が
1
兆
5
0
0
0
億
か
か
り
ま
し
た
。
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
と
程
同
じ
金
額
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
千
葉
か
ら
は
都
心
に
入
ら
ず

に
、
常
磐
道
・
東
北
道
・
関
越
道
を
利
用
す

る
事
が
で
き
、
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
す
。

 長浜参議員 森代議士 森田知事 成田で起工式

会　派 人数

自由民主党 50

民進・立憲 19

公明党 8

日本共産党 5

市民ネット・社民・無所属 4

千翔会 2

千葉県民の声 1

いんば無所属の会 1

無所属 1

合計（定数95） 91

現在の千葉県議会議員数



　自民・公明両党は、地方議員引退後の生活を保障することによって、「地方議員のなり手不足」を解消す
る事などを理由とした地方議員年金を「復活」する事で合意したと報道されております。多くの国民の皆様
が国民年金で生活を送っています。その国民年金額では引退後の生活が保証されないとの事で「復活」させ
ようとしています。議員とは志で行動するべきであり、地方議員年金を「復活」し議員引退後の生活が保証さ
れる事をもって議員を目指すような人に、皆さんの将来を託すことができるのでしょうか。

議員が甘えてはいけません!!
今国会に提出されるかもしれません。
皆さんで注視をお願いします。
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提
出
の
趣
旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
国
民
年
金
を
底
上
げ
せ
ず

提
出
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趣
旨
説
明
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行
い
ま
し
た
。
国
民
年
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ず
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に
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お
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れ
ま
せ
ん
か
？

  

民
進
・
立
憲
千
葉
県
議
会
議
員
会
を
代
表

し
て
、
発
議
案
第
18
号
「
地
方
議
員
の
厚
生

年
金
加
入
を
可
能
と
す
る
制
度
変
更
に
反
対

を
す
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
の
、
趣
旨
説
明

を
行
い
ま
す
。
議
員
の
年
金
制
度
に
お
い
て

は
、
国
会
議
員
に
お
い
て
は
昭
和
33
年
に

「
国
会
議
員
互
助
年
金
法
」
に
よ
り
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
議
員
に
お
い
て

は
、
昭
和
36
年
に
「
地
方
議
会
議
員
互
助
年

金
法
」
に
基
づ
く
任
意
加
入
の
互
助
年
金
制

度
と
し
て
発
足
し
、
翌
年
の
昭
和
37
年
に
地

方
公
務
員
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
、
強
制
加

入
の
年
金
制
度
に
移
行
さ
れ
、
行
わ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
年
金
制
度
に
お
い
て
は
、

国
民
の
中
に
議
員
に
対
す
る
厚
遇
処
置
で
は

な
い
か
、
ま
た
地
方
議
会
に
お
い
て
は
、
市

町
村
の
合
併
や
各
市
町
村
議
員
の
定
数
削

減
、
そ
れ
に
よ
る
被
保
険
者
の
減
少
に
よ
る

積
立
金
の
枯
渇
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
国
会

議
員
年
金
が
平
成
18
年
4
月
に
、
地
方
議
員

年
金
が
平
成
23
年
6
月
に
廃
止
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
年
金
制
度
は
、
1
階

部
分
と
し
て
基
礎
年
金
の
国
民
年
金
が
あ

り
、
2
階
部
分
と
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
現
在
の
地
方
議
員
に

お
い
て
は
、
基
本
的
に
1
階
部
分
の
基
礎
年

金
の
み
の
加
入
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
報
道
に
よ
る
と
今
国
会
に
提

出
さ
れ
る
自
民
党
案
で
は
、
地

方
議
員
に
対
し
て
、
各
自
治
体

に
も
負
担
を
さ
せ
て
厚
生
年
金

へ
の
加
入
を
認
め
る
と
の
事
で

あ
り
ま
す
。
今
回
の
厚
生
年
金

へ
の
加
入
が
決
ま
っ
た
場
合
の

全
国
自
治
体
の
負
担
額
は
、
毎

年
2
0
0
億
円
に
も
な
る
と
の

試
算
も
あ
り
ま
す
。
本
来
年
金

と
は
、
日
本
国
に
居
住
す
る
国

民
が
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の

制
度
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
基
礎
年
金
が
最

低
限
の
年
金
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
、
地
方
議
員
の

年
金
を
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
事
を
可
能
に

す
る
と
い
う
事
は
、
基
礎
年
金
で
は
足
ら
な

い
と
の
事
で
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
足

り
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
、
医

師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
税
理
士
、
漁
業
者
、
農
業
者
と
い
っ

た
、
士
業
者
ら
も
行
っ
て
い
る
、
職
能
別
の

国
民
年
金
基
金
の
議
員
連
合
版
を
造
る
方
法

も
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
個
人
年
金
に
加
入
す

る
方
法
も
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ま
し
て
や
、
私
達
は
議
員
で
あ

り
ま
す
。
是
非
、
皆
さ
ん
に
お
考
え
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
国
民
の
最
低
限
の
年
金
は

基
礎
年
金
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
基
礎
年
金
に

多
く
の
国
民
が
加
入
を
し
て
、
受
給
、
生
活

を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
達
が
、
選

ん
で
頂
い
た
議
員
と
し
て
、
今
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
は
、
そ
の
基
礎
年
金
を
少
し

で
も
底
上
げ
拡
充
す
る
こ
と
で
あ
り
、
私
達

議
員
だ
け
が
自
治
体
の
負
担
の
基
、
恩
恵
を

受
け
る
事
な
ど
と
い
う
事
は
、
行
っ
て
は
い

け
な
い
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
到
底
、

国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
物
で
は
な
い
と
、

私
達
は
考
え
ま
す
。

　
以
上
の
事
か
ら
、
発
議
案
第
18
号
「
地
方

議
員
の
厚
生
年
金
加
入
を
可
能
と
す
る
、
制

度
変
更
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を
提
出
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
本
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
賢
明
な

ご
判
断
を
お
願
い
出
来
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

以
上
、
趣
旨
説
明
と
致
し
ま
す
。

意見書提出の趣旨説明（2月議会）

※市・社・無　市民ネット・社民・無所属

自民党 民進・立憲 公明党 共産党 市・社・無
反対 賛成 反対 賛成 賛成

地方議員年金の「復活」に反対する意見書について（主要会派） 意見書が否決
されてしまい
ました。

国会に提出される全く理解できない
「復活」の理由


